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基地関係特別委員会 会議録（要旨） 

 

○ 開催年月日 令和５年８月 24 日（木） 

 

午前 10 時 00 分 開会 

午前 10 時 56 分 閉会 

 

○ 場   所 議会応接室 

 

○ 出 席 委 員（９名） 

委 員 長 平 安 座  武 志  副委員長 桃 原   功 

委  員 伊 佐  文 貴  委  員 松 田  朝 仁 

委  員 山 城  康 弘  委  員 下 地   崇 

委  員 伊 佐  哲 雄  委  員 プリティ宮城ちえ 

委  員 座 間 味  万 佳 

 

議  長 呉 屋   等 

 

○ 欠 席 委 員（１名） 

委  員 嶺 井  拓 磨 

 

○ 委員外議員（０名） 

 

○ 説 明 員（３名） 

基地政策部次長 津波古 良幸  基地渉外課長 宮 城  竜 次 

基 地 渉 外 係 長 里 村  圭 祐 

 

○ 議会事務局職員出席者（２名） 

議 事 係 長 大 城  拓 也  主 任 主 事 伊 佐  直 樹 

 

○ 協 議 案 件 

外来機飛来及び夜間飛行等に伴う騒音被害について 

 



2 

 

基地関係特別委員会 会議録（要旨） 

令和５年８月 24 日（木） 

 

○平安座武志 委員長 ただいまから基地関係特別委員会を開会いたします。 

（開会時刻 午前 10 時 00 分） 

 

【協議事項】 

  外来機飛来及び夜間飛行等に伴う騒音被害について 

  

○平安座武志 委員長 招集請求委員から今回の招集について説明いただきたい。 

○伊佐哲雄 委員 今月に入りジェット戦闘機、いわゆる外来機が普天間飛行場を離発

着して市の上空を昼夜問わずけたたましい爆音をとどろかせている。松川市長が先

日沖縄防衛局に対し抗議要請を行っており、議会としても何らかの行動を起こすべ

きではないかと考え、本委員会の招集を求めたものである。 

○平安座武志 委員長 本件について、現状の確認のため関係部署より説明を聴取して

まいりたいが、説明員を入室させてよろしいか。 

（「異議なし」という者あり）（説明員入室） 

○平安座武志 委員長 当局より８月 22 日に新聞掲載された外来機飛来禁止の要請に

関して把握している状況の説明をお願いしたい。 

～基地政策部より資料に沿って説明～ 

○平安座武志 委員長 質疑を許します。 

○プリティ宮城ちえ 委員 沖縄防衛局から米軍へ申し入れはされたか。 

○基地政策部次長 申し入れされている。 

○桃原功 委員 外来機飛来の理由を防衛局に確認したか。 

○基地政策部次長 飛来の理由、詳細等はこれまで回答されてない。 

○桃原功 委員 外務省と面会はできなかったのか。 

○基地政策部次長 双方の都合が合わなかったため、郵送での対応となった。 

○桃原功 委員 騒音防止協定が遵守されておらず、外来機だけでなく在来機においても 23

時以降も夜間飛行の実態がある。双方の日程が合わないのならば、宜野湾市役所に呼び

つけたらいい。それくらいの気概が必要かと思うがいかがか。 

○基地政策部次長 抗議の手法については庁内で検討したい。 

○伊佐文貴 委員 騒音の苦情件数を伺う。 

○基地政策部次長 ８月 10 日から８月 22 日までに延べ 61 件の苦情が市に寄せられてい
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る。 

○伊佐哲雄 委員 ８月９日に大型輸送機Ｃ５ギャラクシーが飛来していると新聞報道もある

が、状況は把握されているか。 

○基地政策部次長 ８月９日に大型輸送機Ｃ５ギャラクシー２機が普天間飛行場に飛来して

いる。８月 11 日には同機が２回着陸しており、15 日に１回離陸している。 

○伊佐哲雄 委員 これに対する沖縄防衛局に対し抗議要請は行っているのか。 

○基地政策部次長 こういった市民への影響が大きい外来機が飛来した際は、防衛局に対

しその都度照会をかけ、飛来しないよう事務方に申し入れを行っている。 

○伊佐哲雄 委員 抗議要請が形骸化していないか懸念されるが、要請後の反応を伺う。 

○基地政策部次長 市民への影響がないよう、最大限配慮するよう申し入れている。行政とし

ては、やれることを粘り強く取り組んでいる。 

○山城康弘 委員 米軍からの訓練に関する事前の情報提供はあったのか。 

○基地政策部次長 防衛局や市に事前情報の提供はなかった。 

○山城康弘 委員 21 日に行った抗議要請の内容と、防衛局の見解を伺う。 

○平安座武志 委員長 休憩いたします。（午前１０時２３分） 

○平安座武志 委員長 再開いたします。（午前１０時２４分） 

○平安座武志 委員長 基地政策部より説明をお願いしたい。 

○基地政策部次長 要請事項は次のとおりである。 

一．市民生活に甚大な影響を及ぼすジェット戦闘機をはじめとする外来機の飛来を禁止する

こと 

一. 日米両政府で合意されている｢普天間飛行場における航空機騒音規制措置」を厳格に

遵守するとともに、夜間 10 時以降の飛行及び地上での活動は実施せず、市民生活に最

大限配慮すること 

一. 問題の抜本的解決に向け、市民の強い願いである普天間飛行場の一日も早い閉鎖・返

還と、速やかな運用停止をはじめとする返還までの間の危険性除去及び基地負担軽減を

早急に実現すること 

これに対し、沖縄防衛局長の発言として、ジェット戦闘機が住民生活に与える影響は大き

いことは非常に強く受け止めており、騒音防止協定の遵守とあわせて米軍に求めていくとの

答弁があった。 

○山城康弘 委員 この抗議内容も従来どおりに見受けられるが、要請書の手交以外にも詳

細についてなど何か口頭でのやり取りはあったのか。 

○基地渉外課長 市長からは外来機の飛来は厳に慎んでいただきたいとの言葉があった。 

○山城康弘 委員 外来機飛来を禁止する法的根拠は何か。 
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○基地政策部次長 普天間飛行場における航空機騒音規制措置があり、夜間 10 時から朝

6 時までの飛行規制はあるが、ジェット戦闘機等の外来機を規制する法的根拠はない。 

○山城康弘 委員 起こったことに対する抗議も必要だが、なぜ起こるのか、その原因となる

外来機への規制がないことに対する要請も検討していただきたい。 

○基地政策部次長 ご提言ありがとうございます。どのような手法が取れるかを検討したい。 

○プリティ宮城ちえ 委員 資料の表題に戦闘機（外来機）とあるが、小型機や輸送機など

も外来機に該当するのではないか。 

○基地渉外課長 普天間飛行場の常駐機は主にヘリコプター６機種であるため、小さな軽

飛行機や輸送機などのヘリコプター以外の機種を外来機と呼ぶ。 

○基地政策部次長 特に飛来時の騒音が激しいジェット戦闘機のみを記載している。 

○プリティ宮城ちえ 委員 米軍への要請抗議の流れを教えていただきたい。 

○基地政策部次長 防衛局から米軍のどちらの部局に申し入れるのか詳細な回答は得られ

ていないが、事案に応じて適切な部署に申し入れているかと認識している。 

○プリティ宮城ちえ 委員 防衛局から米軍へ申し入れを行ったか、返答があったか等の

情報は把握していないのか。 

○基地政策部次長 防衛局から米軍側へ要請したとの報告はあるが、どの部署にいつ要請

したか確認はとれていない。 

○プリティ宮城ちえ 委員 本当に伝わったのか定かではないので、そこまで確認してい

ただきたい。 

○基地政策部次長 検討させていただきたい。 

○伊佐文貴 委員 個人的な考えだが、台湾有事の緊張が高まると普天間飛行場に外来機

が多く飛来すると思うので、飛来の原因は確認する必要がある。台湾周辺の緊張が高まる

と普天間飛行場の負担が増えるのか知りたいので、確認していただきたい。 

○基地政策部次長 飛来理由の確認について、どのような形が有用か検討したい。 

○桃原功 委員 基地被害 110 番の連絡先電話番号は市報に毎月載せているのか。 

○基地政策部次長 市のホームページに掲載しているが、市報には不定期に掲載してい

る。 

○桃原功 委員 ネット環境のない高齢者等のために市報の目立つ場所に掲載してほしい。

また、沖縄防衛局と米軍の苦情受付先の電話番号も掲載してほしい。 

○基地政策部次長 基地被害 110 番の連絡先を市報の目立つ場所に掲載することは、市報

担当とも調整しできるだけ掲載したい。沖縄防衛局と米軍の苦情受付先については先方と

調整させていただきたい。 

○下地崇 委員 12 日いこいの市民パーク上空をかなりの低空で旋回飛行しているのを目
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撃したが、実践訓練に見受けられるという声もあった。抗議行動のなかでそういった低空飛

行に対する言及はあるのか。 

○基地政策部次長 今回の抗議要請のなかでは具体的な話ではなく、飛来すること自体が

市民生活に与える影響が大きいので飛来はやめてほしいという趣旨の抗議を行った。 

〇呉屋等 議長 外来機に関しては在沖米軍ではなく、在日米軍司令部や太平洋司令部に

抗議メッセージを送ることが必要ではないか。 

○基地政策部次長 提言ありがとうございます。検討させていただきたい。 

○平安座武志 委員長 外来機がこれだけ飛来するのは通常の訓練とは異なる、何らかの理

由があると思われる。いろいろなパイプを使って、外来が飛来する理由を追求できるよう努

めていただきたい。 

○基地政策部次長 飛来理由を確認することが重要であることは認識している。手法につい

て検討していきたい。 

○平安座武志 委員長 ほかになければ質疑を終わりたいがよろしいか。 

（「異議なし」という者あり） 

○平安座武志 委員長 説明聴取を終了する。説明員の皆さんありがとうございました。 

（説明員は退室する） 

 

○平安座武志 委員長 休憩いたします。（午前１０時４５分） 

○平安座武志 委員長 再開いたします。（午前１０時５６分） 

 

○平安座武志 委員長 本件については、休憩中にお諮りしましたように、会派調整等

を行った上、次回は、９月１日（金曜日）の１３時に委員会を開催いたします。 

 

○平安座武志 委員長 以上をもちまして、本日の委員会を閉会いたします。 

閉会時刻（午前１０時５６分） 

 


